        社会科単元指導案                          　　　　指導者  川瀬健一
１．分野・単元    どうしたら戦争をなくせるのか？
２．単元目標      （１）進んだ資本主義国がなぜ帝国主義戦争を行うかを理解する。
　　　　　　　　　（２）この解決策の１つに社会主義社会への移行があることを知る。

　　　　　　　　　（３）この解決策の１つにアメリカ型資本主義の展開があることを知る。
３．単元の指導観 
　　　　 20世紀の２度にわたる世界大戦・大量虐殺という悲劇をもたらしたのは、植民地を争奪する帝国主義諸国の植民地争いであった。この諸国の資本主義システムは、国内において労働者や農民を過酷な労働条件下において収奪することによって成り立っていたために、発達した工業で生み出される膨大な製品を消費する基盤は国内にはなく、すぐに過剰生産恐慌がおこり、資本の利殖の条件は低下した。したがってこれらの諸国は海外に独占的な商品市場であり原料供給市場、そして資本投下市場としての植民地を必要とした。これがこれらの諸国が帝国主義的政策を推進する理由である。この資本主義の害悪をどう克復するのか。２０世紀初頭においては二つの解決策が提起されていた。１つは労働者階級による社会主義革命で生産手段の社会化による競争の排除で社会主義社会へと移行させること。これは1917年ロシアで試みられ、以後植民地諸国の多くで試みられた道である。もう１つは勃興しつつある新資本主義アメリカのように、豊かな社会資本を背景に労働者や農民の生活レベルを向上させ、そのことで国内消費を拡大して、発達した工業で生み出される膨大な商品を主に国内で諸費させるタイプの資本主義であり、世界中を豊かに発展させることで巨大な市場を常に創出して恐慌を排除する道である。

　　　　　20世紀初頭はヨーロッパ型の古い資本主義とあらたな社会主義またはアメリカ型の新しい資本主義とのどれが今後の世界を支配する社会形態なのかということをめぐる戦いの時期であったといえよう。

　　　　　この単元では戦争の原因をつかみ、それをなくす方法を考えることを通じ、20世紀初頭においてどんな社会に現状を改革することが必要なのかが問われていたことを、気付かせて行きたい。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
帝国主義戦争
１どのような動きを帝国主義とよぶのかを復習する。

２この動きの結果、第一次・第２次の世界大戦にいたったことを知り、それが膨大な犠牲者を伴ったことをつかむ。

３なぜ世界大戦が起きたのかを考える。

４どうしたら戦争をなくせるのか、各自考える。

２
恐慌と貧困

（資本主義と社会問題）


１植民地争奪戦争の経過を復習する。

２資本主義国が植民地を求める背景を考える。

３その背後には、企業の競争にともなう不景気とともに、過酷な労働条件下におかれて貧しい暮らしをしいられた労働者の存在ゆえの狭い国内市場があったことに気付く。

３


社会主義革命


１資本主義が戦争する原因を復習する。

２企業の競争と労働者の貧しさをなくす方法を考える。

３その解決策として「社会主義」という考え方が生まれ、その実践として1917年のロシア革命があり成立したソ連は「植民地の解放」をとなえたことを知る。

４


アメリカ型資本主義の特徴
１列強が植民地を求めて争っていたとき、それに反対し、「門戸解放・機会平等」を唱えたアメリカがあったことを復習する。

２アメリカは植民地を持たないのに巨大な国力を持っており、植民地の解放と自由な貿易による競争で戦争をなくそうとしたことを知る。

３なぜアメリカは植民地なしで巨大な国力を持ったのかを考える。

４その背景の１つに、広大な未開拓な豊かな国土を持っていたことに気付く。

５


アメリカ型資本主義の成立と発展
１アメリカが植民地を必要としなかった理由を復習する。

２アメリカの成り立ちと発展の過程を学習する。

３アメリカ国民は膨大な外国からの移民からなっており、この大量の移民が安い労働力を供給し、これが豊かさの秘密の１つであったことを知る。

４なぜアメリカにたくさんの移民が来るのかを考える。

５アメリカが多くの人をひきつける秘密には①自由な政治・社会体制と②豊かな市民生活にあったことをつかむ。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

どうしたら戦争をなくせるか？①　　　　帝国主義戦争

１．本時の目標　　①植民地争いの結果が２度の世界大戦を生み出したことを知る。

　　　　　　　　　②この背景と結果をつかむともに戦争をなくす方法を考える。

２．本時の指導観　　

　　　　20世紀に入ると帝国主義諸国間の植民地争奪戦は苛烈さをまし、帝国主義諸国間の連合を生み出し、戦争が世界規模で起こる様相を呈してきた。

　　　　この切っ掛けとなったのは1914年のヨーロッパ規模での恐慌の発生。独占企業の市場競争は市場の狭隘化を招き、ヨーロッパ規模での恐慌を引き起こしたのである。このできごとをきっかけに植民地争いは激化し1914年、初の世界大戦が勃発し、４年におよぶ戦争は1000万人にもおよぶ死者と数倍の負傷者・行方不明者ｗを出して終わった。しかし戦争はこれで終わるのではなく、1929年の初の世界的規模での恐慌を引き起こし、その結果第２次世界大戦がおき、数千万の死者を出すに至った。

　　　　本時は、帝国主義とは何かを復習しながらそれが二度の世界大戦を生み出し大量の死者を出す結果になったことを知り、この原因を考えることを通じて、どうやったら戦争をなくせるかを考えるきっかけとしたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習：帝国主義

第１次世界大戦

第２次世界大戦


既得の知識をつかい、市場としての植民地を争うことをさすことをつかむ。

教科書を読み、欧米列強がどういう関係をなぜ結んだか、戦争の結果はどうなったかを確認する

補足説明を聞き、再び戦争が起きたことを知る

各自の考えをノートに書く

各自の考えを発表する

各自の考えをノートに書く

各自の考えを発表する


ノートの復習問題を提示

教科書ｐ230・232を提示

①ドイツの発展←→イギリス・フランス・ロシアが権益を守る

②ドイツは植民地を全てとられたことを確認（資料①第一次大戦の被害を提示）

ドイツ・イタリアに日本が加わりイギリス・フランス・アメリカ・ソ連と対立したことを補足

資料②第２次世界大戦の被害を提示

· 植民地争奪が列強同士の戦いを生んだことを確認する

自由に意見を出させておく。



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　どうしたら戦争をなくせるのか？②　恐慌と貧困

１．本時の目標　①資本主義がなぜ植民地を求めるのかという問題を、商品市場・原料市場・資本投下市場としての植民地の性格をヒントに考える。

　　　　　　　　②その背景には企業間競争に起因する恐慌の周期的発生と労働者の貧困による国内市場の狭さがあったことをつかむ。

２．本時の指導観　

　　　帝国主義とは、資本主義が高度に発展し、巨大独占企業の支配と金融資本の支配が確立し世界が１つの市場に統合された段階を言う。したがって各国の生産諸力は国内市場を大きく陵駕し、巨大独占資本・および諸国家は市場の争奪戦を繰り広げる。その過程で独占的に自国の市場を確保しようとするために植民地が必要となり、その植民地を奪い合う戦争が勃発したのである。このような戦争を「帝国主義戦争」という。

　　　本時は帝国主義戦争の目的である植民地がなぜ必要かという問題を、商品市場・原料供給市場・資本投下市場としての植民地の性格をてがかりにして、企業の競争による市場の狭隘化が資本投下効率を低下させ恐慌を定期的に生み出すこと。そして繰り返される恐慌の中で独占的市場としての植民地が求められたことに気付かせて行きたい。あわせて同じ企業間競争が労働者の労働条件を悪化させ、その貧困ゆえに国内市場が狭いことも、市場の狭隘化を招いた原因であったことも気付かせていきたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

なぜ植民地が必要なのか？

まとめ
前時の学習を思い出し、列強は世界の植民地化をねらって戦争していたことを確認する。

各自の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

植民地の性格

①商品を外国に売りこむのはなぜか？

②外国から安い原料を手に入れるのはなぜか？

③なぜ外国に工場を建てるのか？

をヒントに、

(a) 企業競争による市場の狭隘化・利益の低下が背景にあることを

(b) 企業競争による労働者の貧困があることつかむ。

まとめ問題で授業の確認をする
ノートの復習問題を提示

復習問題を手がかりに質問応答で深めて行く

資料集ｐ154世界恐慌を提示→世界大戦の直前であることに注意

ｐ113産業革命後の世界→子供を働かすしかない貧困に注意

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

どうしたら戦争をなくせるのか？③　　社会主義革命

１．本時の目標　①資本主義が植民地をもとめる理由である「企業の競争」と「労働者の貧困」をどうしたらなくせるかを考える。

　　　　　　　　②その１つの解決策として「社会主義」があり、それに向けての実験がロシアで行われたことをつかむ。

２．本時の指導観　　

　　　帝国主義戦争がおこる原因は「企業の競争」と「労働者の貧困」から生まれる国内市場の狭隘化と恐慌の発生である。これはある意味で経済活動の自由に基づくものであるため、この悪をなくすか制限するためには、経済活動の自由を制限するかなくすかしなければならない。

　　　19世紀のヨーロッパで生まれた工場法などの社会政策は、資本家の自由な活動を制限し労働者の労働条件を改善することで少しでも問題を緩和しようとしたが、資本主義の発展を阻害するものであるため、次々と骨抜きにされていった。この中で生まれた思想が、経済活動の自由そのものをなくし、生産手段を独占する資本家階級から生産手段をとりあげそれを社会的に管理しようとする社会主義思想である。そしてこの思想は過渡的な政策として国家がそれを管理することとし、その国家の管理権を資本家から暴力的に奪う革命をめざした。その最初の試みが1917年のロシア革命であり、この結果成立したソ連邦は生産手段を国有化し、全世界に植民地解放を告げ、資本主義国とその植民地の労働者に決起を呼びかけた。

　　　本時は「競争」と「貧困」をなくす方法を考えることを通じて、この社会主義なる思想の意味とその実験がロシアで行われたことをつかませていきたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

前時の復習

社会主義と革命

まとめ
ノートにより、帝国主義戦争の原因をつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

問いに従って社会主義思想とソ連の実験について学ぶ

まとめ問題で授業内容を整理。
ノートの復習問題を提示

※自由に出させる。労働条件の制限など経済活動の自由を制限する動きは資本家の反対にあることをつかませたい。

教科書ｐ163・236・237を提示

※社会主義とは企業を社会化して生産を計画的に行い恐慌をなくすものであることをつかませたい。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　どうしたら戦争をなくせるか④　　　　世界の巨人

１．本時の目標　①アメリカは植民地なしに巨大な力を持ち植民地解放をとなえていたことを知る。

　　　　　　　　②アメリカの巨大な国力の背景を考え、豊かな未開拓の国土があったことをつかむ。

２．本時の指導観　　ヨーロッパの列強諸国が植民地をめぐって争っているときに、アメリカ合衆国は「機会均等」をとなえ「植民地解放」をとなえていた。遅れて資本主義に入ったアメリカは1860年に国土統一をなしとげ産業革命を推進して巨大な国力をそなえた国になった。20世紀初頭にはイギリス・フランス・ドイツを抜いて世界一の工業生産力を持ち、軍事力でも世界一になった。この背景には巨大なしかも資源の豊かな国土が事実上の国内植民地の役割を持っており、あとから産業革命に入ったために生産技術は世界一だったからである。そして開拓によって出来たアメリカは常に労働力が不足しており、結果として常に外国から移民が流入するために賃金の安い労働力も国内で得られたからである。

　　　　　　　　　　本時はアメリカだけが植民地を持たずしかも巨大な国力を持っていた事実をもとに、その背景を推理することを通じて、開拓によって出来た広大な国土をもったアメリカという特性をつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

アメリカの国力

まとめ
植民地争奪戦争の中でアメリカだけが植民地をもたなかったことをつかむ。

資料でアメリカが植民地もないのに世界１の国力を持っていたことをつかむ。

ノートに自分の考えを書く

各自の意見を発表する。

資料でアメリカは国内に多くの安い資源をもっていたことをつかむ。

まとめ問題で学習に内容をつかむ
ノート復習問題を提示

資料②アメリカの国力を提示

教科書ｐ228を提示

※自由に出させる。

地図帳ｐ125・126を提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　どうしたら戦争をなくせるのか？⑤　アメリカン・ドリーム
１．本時の目標　①アメリカは膨大な数の移民でなりたっていることを知る。

　　　　　　　　②アメリカの歴史を知り、膨大な移民がくる理由が「自由の国アメリカ」と「豊かな国アメリカ」にあったとことをつかむ。

　　　　　　　　③豊かな国力を背景にアメリカは「資本の独占化」「自由競争」「植民地の解放」をとなえ世界を統一しようとはかったことを知る。

２．本時の指導観　　

　　　アメリカの強さの裏には豊かな資源とともに絶えず世界中から集まる膨大な移民が豊かな労働力を供給したことにもあった。移民を引き付けた理由は二つある。１つは植民地からの独立をはかったことからくる自由な政治体制にあり、他の１つは豊かさゆえに仕事も多く、しかもオートメーション化による安い商品の大量生産と好景気を背景にした高賃金の保証による豊かな生活にあった。アメリカ企業は卓越した技術力と安い資源、そして豊かな労働力を基礎に世界貿易を席巻し、強大化し独占企業となって行った。こうしてアメリカは卓越した国力を背景に、世界の国々に「自由競争」「植民地の解放」を提案し、この方向で世界を統一しようとしたのである。

　　　本時はアメリカの歴史を学びつつ大量の移民をひきつける理由を推理することを通じてアメリカの強さ豊かさの秘密を探り、アメリカが世界をどうしようとしたかをつかませて行きたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習：アメリカの強さの秘密

アメリカの歴史

豊かなアメリカ

アメリカの世界戦略

まとめ
ノートの問題にそってアメリカの強さの秘密を確認

教科書を読み、ノートの問いにそってアメリカの歴史をつかむ。

①自由な国②チャンスの平等をつかむ

ノートに自分の考えを書く

各自の考えを発表する

ノートの問いにそって植民地解放・自由競争・国際協調の戦略をつかむ

まとめの問題で単元の学習をまとめる
ノートの復習問題を提示

教科書ｐ156・157、166・167を提示

資料③移民でなりたつアメリカを提示

※自由に出させる

①②に補足して、オートメ化・独占化による高賃金があったことを補足。

教科書ｐ232・233を提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用











アメリカはなぜ植民地を持たないのに豊かで強い国になったのか？

















どうやったら戦争をなくせるだろうか？





　どうしたら企業の競争と労働者の貧困をなくすことができるか？





なぜ世界の国々は２度も戦争を繰り広げたのだろう？

















なぜアメリカには世界中からたくさんの人が移住してくるのだろう？














なぜ植民地が必要なのだろう？

















